
 
 

 
～多様化するニーズに対応するために～ 

『労務リスク回避の勘所と弁護士との協働』 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

日時 
平成２８年５月２６日（木） 
１３：３０～１６：００（※質疑応答の３０分含む） 

場所 
都立中央・城北職業能力開発センター 
東京都文京区後楽 1-9-5 

講師 

弁護士 平田 雅也 氏 （みちひらき法律事務所 所長） 
1996年弁護士登録以来、法律事務所、大企業の企業法務部を経て現職。長年の弁護士事務所でのノウハウの蓄積と企業の内情を
把握できる企業法務の経験を活かし、各種契約書作成及び契約に関するアドバイス、各種クレーム対応、債権回収、労務問題対応、
各種紛争解決に向けての交渉、コンプライアンス対応・訴訟対応など、企業が直面する幅広い法律問題に対応している。 
特定社会保険労務士 山田 隆司 氏 （やまだ社会保険労務士事務所 所長） 
総務安定所㈱取締役。中小企業福祉事業団幹事。年金アドバイザー。総合病院勤務、国民健康保険組合勤務を経て現職。 
賃金設計、労災、是正勧告、行政対応、個別紛争解決等を得意とする。 

定員 １００名 定員になり次第、締め切りとさせていただきます。 

費用 

参加費：無料 （幹事社労士限定） レジュメ・資料は、参加者のみダウンロードいただけます。 
開催日約１週間前にダウンロード用のＩＤ・パスワードをご案内いたしますので、ダウンロードの上当日ご持参ください。 

レジュメ・資料 コピー代 ⇒ １，０００円（税込） 
コピー希望の場合（貴事務所のインターネット環境によりダウンロードができない場合含む）は、上記金額にて承ります。 
事前に下記申込書にてお申込みください。費用は、当日会場にてレジュメ・資料をお渡しする際にお支払いください。。 
ＤＶＤ（№281）購入費：３，２４０円（税込、送料込） ※ 振込手数料はご負担ください。 
ＤＶＤの発刊は平成 28 年 7 月中旬を予定しております。なお、レジュメ・資料はＤＶＤと合わせＣＤで添付いたしますが、    
別途コピーをご希望の場合は、1,000円（税込）にて承りますので、下記申込書にてお申込みください。 
幹事社労士高度化事業にお申し込みの先生はＤＶＤを無料送付いたしますので、お申し込みは不要です。 

 

申込方法 ⇒ 参加、ＤＶＤ購入共に、下記申込書にご記入の上ＦＡＸしてください。 
【参加の場合】 5月 25日（水）までにＦＡＸにて、お申込みください。 
【ＤＶＤ購入の場合】 ＦＡＸにてお申し込みください。また費用につきましては、後に送信する振込要領に基づきお振込みください。 
■定期研修会 参加・ＤＶＤ購入申込書（５月２６日(木)開催分） F AX ： 0 3 - 5 8 0 6 - 0 2 9 7 
お申込 出席 ・ ＤＶＤ(№281)  いずれかに○を付してください 
氏 名         （幹事番号     ） 事務所名  
所在地  
ＴＥＬ  ＦＡＸ  
レジュメ・資料コピー 希望する ・ 希望しない 

【ディスカッションで取り上げて欲しい協議項目や、質疑応答での質問事項などございましたら、ご自由にご記入ください】 

 
※別途メールで頂いても結構です。 

※出席のお申込みを頂いた方で当日ご欠席の場合は、前日までにご連絡ください。 
※ご記入頂きました個人情報は、当研修会の運営、管理及びＤＶＤの販売、アフターフォローのため使用いたします。それ以外の目的には使用いたしません。 

【お問い合わせ先】中小企業福祉事業団 事業部 ℡：03-5806-0298 Mail：info@chukidan-jp.com 

第１部：基調講演（６０分） 弁護士の視点から、昨今の労務問題のポイントを解説いたします！ 

『労務リスク回避の勘所』～雇用契約の成立から解雇に至るまでに生じうる労使間紛争を、未然に防ぐために押さえて置きたい法知識～ 
①労働法概観 ②内定・試用期間 ③労働時間（色々な労働時間、残業管理） ④人事異動 ⑤懲戒・解雇（問題？社員の扱い方） 
第２部：パネルディスカッション（６０分） 社労士と弁護士による、未来の協働を見据えたディスカッションです！  
①多様化する就業構造と社会保険労務士へのニーズの変化  
②特別法の認識だけではその他の法令に抵触する虞  
③個別労働関係紛争など、トラブルのきっかけを知らずに 
作っていないか 

④依頼者から相談を受けるにあたっての注意点 
⑤懲戒処分などの法律行為はサッカーでいうＰＫ戦  
⑥手続等の失念による保険給付、助成金不支給などに対する損害賠償  
⑦チーム医療に習うチーム法務                他 

質疑応答（約３０分） ※ご参加は自由です。ＤＶＤへの収録はございません。 
出席者の先生方からいただいたご質問を中心に、「職務上のヒヤリ・ハット」経験とその対応策を共有してまいります。 

中企団定期研修会 
５月開催分 無料参加 

ＤＶＤ販売のご案内 

平成も３０年を迎えようとする現代において、就業構造は大きく変化をしてきました。それと共に、私たち社労士に対する社会の  
ニーズも多様化を伴いながら高まっていることを再認識する必要があります。こうした背景において、社労士は労働基準法や健康保険
法等のエキスパートとして、手続代行などの「事実行為」だけではなく、労使間紛争など、こちらの行動により相手の行動に変化を   
伴う「法律行為」においても、依頼人と相手方の主張を紛争段階に至る前に把握し、客観的に整理・判断をすることが求められます。 
本研修会では、弁護士の平田先生をお招きして、まず第１部では労務リスクについて労働社会保険諸法令以外の視点も交えて、  

ケーススタディーをご紹介しながら解説していただきます。また、第２部では中企団研修会講師としてもおなじみの『ベテラン社労士』
山田先生とのパネルディスカッションを通じて、社会問題となっている労働問題について、社労士がどのように取り組み、時にはチー
ムとしてどのように依頼人の利益を図って行くかについて、お伝えいたします。 

mailto:info@chukidan-jp.com

